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　上板町役場主催「緑のカーテンコンテ

スト」の審査会を８月１９日（火）に技の

館にて開催しました。

　町内外から４３作品が寄せられ、７名

の審査員が、写真・エコアピール（自分

の苦労した点、工夫した点等を文書にて

アピール）を参考にし、計５作品を選び

ました。受賞されたみなさんは、右記の

とおりです。

�最 優 秀 賞

　上板町神宅　藤 本 利 仲 氏

�優　秀　賞

　上板町泉谷　徳島県畜産研究所

　上板町高瀬　板 東 茂 子 氏

　上板町椎本　㈱ 西 岡 商 会

�アイデア賞

　上板町神宅　山 本 敏 一 氏
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六
月
十
七

日
、
上
板
町

の
教
育
長
の

命
を
受
け
、

即
日
勤
務
し

て
い
る
板
東
秀
則
で
す
。
年
度
途
中

の
就
任
の
た
め
、
皆
様
方
へ
の
ご
あ

い
さ
つ
も
不
十
分
な
ま
ま
、
町
民
各

位
に
失
礼
し
て
い
ま
す
こ
と
、
お
わ

び
申
し
上
げ
ま
す
。
改
め
ま
し
て
よ

ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

以
前
、
上
板
中
学
校
校
長
と
し
て

四
年
間
、
引
き
続
き
、
上
板
町
、
板

野
町
、
藍
住
町
の
組
合
立
板
野
西
部

青
少
年
補
導
セ
ン
タ
ー
所
長
と
し
て
、

四
年
余
り
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。

上
板
中
学
時
代
は
言
う
に
及
ば
ず
、

補
導
セ
ン
タ
ー
時
代
に
も
、
町
民
各

位
に
は
一
方
な
ら
ぬ
ご
指
導
ご
支
援

ご
協
力
を
い
た
だ
き
ま
し
た
事
、
改

　

六
月
定
例

議
会
に
お
い

て
、
教
育
委

員
に
選
任
さ

れ
ま
し
た
。

選
任
頂
い
た
大
き
な
理
由
の
一
つ
は

中
学
生
の
子
を
持
つ
母
親
だ
か
ら
で

す
。
こ
の
こ
と
を
念
頭
に
置
き
、
保

護
者
と
し
て
、
ま
た
母
親
と
し
て
教

育
行
政
に
関
わ
っ
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

　

読
み
聞
か
せ
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
に
、
参
加
さ
せ
て
頂
い
て
い
る
関

係
で
幼
、
小
、
中
学
校
で
子
ど
も
た

ち
と
接
す
る
機
会
が
多
く
、
明
る
く

活
発
な
子
ど
も
た
ち
か
ら
い
つ
も
元

気
を
貰
っ
て
い
ま
す
。

　

言
う
ま
で
も
な
く
子
ど
も
は
、
二

十
一
世
紀
を
担
う
地
域
の
宝
物
で
す
。

こ
の
宝
物
の
輝
き
を
失
わ
せ
る
こ
と

な
く
健
や
か
に
育
て
て
い
く
こ
と
が
、

私
た
ち
地
域
の
大
人
の
務
め
で
す
。

　

教
育
委
員
は
地
域
の
大
人
の
代
表

で
あ
る
と
の
自
覚
を
持
ち
、
子
ど
も

た
ち
が
安
全
に
通
え
る
学
校
環
境
、

保
護
者
の
方
々
が
安
心
し
て
送
り
出

せ
る
教
育
環
境
を
整
え
る
た
め
、
私

の
で
き
る
精
一
杯
の
活
動
を
行
い
ま

す
の
で
、
ご
指
導
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

　

平
成
二
十

年
六
月
三
日
、

平
成
二
十
年

度
徳
島
県
表

彰
を
受
賞
さ

れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
笹
山
さ
ん
が
多
年
に
わ

た
り
上
板
町
議
会
議
員
と
し
て
地
方

自
治
の
発
展
に
貢
献
さ
れ
た
功
績
が

認
め
ら
れ
た
も
の
で
す
。

　

栄
え
あ
る
受
賞
を
た
た
え
心
か
ら

お
喜
び
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、

今
後
益
々
の
ご
活
躍
を
お
祈
り
い
た

し
ま
す
。

　

任
期
満
了
に
伴
い
執
行
さ
れ
た
農

業
委
員
会
委
員
一
般
選
挙
︵
定
数
十

二
人
︶
の
当
選
者
は
次
の
と
お
り
で

す
。　

︵
立
候
補
届
出
順
・
敬
称
略
︶

　

西
條　

�
次
︵
鍛
冶
屋
原
︶

　

西
岡　

文
雄
︵
神
宅
︶

　

切
原　

正
行
︵
西
分
︶

　

兼
松　
　

茂
︵
引
野
︶

　

吉
本　

保
美
︵
七
條
︶

　

板
東　

征
人
︵
神
宅
︶

　

松
本　

弘
文
︵
瀬
部
︶

　

三
好　

謙
治
︵
高
瀬
︶

　

七
條　
　

正
︵
七
條
︶

　

武
市　

保
秀
︵
西
分
︶

　

赤
澤　

貞
仁
︵
西
分
︶

　

武
市　
　

明
︵
上
六
條
︶

　

ま
た
、
農
業
委
員
会
等
に
関
す
る

法
律
第
十
二
条
の
規
定
に
よ
る
選
任

委
員
︵
七
人
︶
は
次
の
と
お
り
で
す
。

︵
敬
称
略
︶

　

第
十
二
条
第
一
号
に
よ
る
委
員

　

田
渕　

久
男
︵
神
宅
︶農
業
協
同
組
合

　

吉
住　

勝
己︵
西
分
︶農
業
共
済
組
合

　

上
原　

憲
次︵
神
宅
︶
土
地
改
良
区

　

第
十
二
条
第
二
号
に
よ
る
委
員

　

納
田　

伸
春
︵
瀬
部
︶

　

木
村　

武
夫
︵
泉
谷
︶

　

南
城
満
佐
子
︵
神
宅
︶

　

板
東　

照
之
︵
高
瀬
︶

　

任
期
は
平
成
二
十
三
年
七
月
十
九

日
ま
で
。

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

　

会　
　
　

長　

納
田　

伸
春

　

職
務
代
理
者　

吉
住　

勝
己

平
成
二
十
年
度

平
成
二
十
年
度

徳
島
県
表
彰

徳
島
県
表
彰

笹
山　
 

樹　

さ
ん

�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

め
ま
し
て
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

今
後
は
、
教
育
長
と
し
て
、
町
行

政
の
一
角
で
あ
る
教
育
行
政
を
担
う

教
育
委
員
会
の
一
員
と
し
て
、
事
務

局
員
と
協
力
し
、
町
理
事
者
、
教
育

委
員
各
位
の
意
を
体
し
、
学
校
教
育
、

社
会
教
育
の
充
実
強
化
に
務
め
、
子

ど
も
達
の
幸
せ
、
町
民
各
位
の
福
祉

向
上
の
た
め
、
全
力
を
つ
く
し
た
い

と
考
え
て
お
り
ま
す
。
前
任
者
同
様
、

皆
様
方
の
温
か
い
ご
支
援
ご
協
力
を

賜
り
ま
す
よ
う
、
重
ね
て
お
願
い
致

し
ま
す
。

教教教教教教教教教教教教教教

育育育育育育育育育育育育育育

長長長長長長長長長長長長長長

就就就就就就就就就就就就就就

任任任任任任任任任任任任任任

ああああああああああああああ

いいいいいいいいいいいいいい

ささささささささささささささ

つつつつつつつつつつつつつつ

教
育
長
就
任
あ
い
さ
つ

教

育

長　

板　

東　

秀　

則

教教教教教教教教教教教教教教
育育育育育育育育育育育育育育
委委委委委委委委委委委委委委
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ああああああああああああああ
いいいいいいいいいいいいいい
ささささささささささささささ
つつつつつつつつつつつつつつ

教
育
委
員
就
任
あ
い
さ
つ

教
育
委
員　

東　
　

美

佐

子

農農農農農農農農農農農農農農
業業業業業業業業業業業業業業
委委委委委委委委委委委委委委
員員員員員員員員員員員員員員
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員員員員員員員員員員員員員員
決決決決決決決決決決決決決決
まままままままままままままま
るるるるるるるるるるるるるる

農
業
委
員
会
委
員
決
ま
る

◎
平
成
二
十
年
第
二
回
定
例
会
の
概
要

　

第
二
回
定
例
会
は
、
六
月
十
二
日

か
ら
六
月
十
六
日
ま
で
の
五
日
間
の

日
程
で
開
か
れ
ま
し
た
。

　

開
会
日
に
は
、
納
田
町
長
が
、
効

率
的
な
行
財
政
運
営
、
情
報
公
開
、

農
業
基
盤
の
強
化
、
教
育
問
題
、
人

権
問
題
、
環
境
問
題
、
な
ど
施
政
方

針
の
中
で
、
基
本
理
念
に
つ
い
て
述

べ
ま
し
た
。

　

一
般
質
問
で
は
、
行
財
政
改
革
、

防
災
、
農
業
、
環
境
、
人
権
、
教
育

施
設
の
耐
震
問
題
な
ど
が
論
議
さ
れ

ま
し
た
。

︵
議
員
十
二
名
か
ら
一
般
質
問
︶

　

町
長
提
出
議
案
九
件
が
可
決
、
承

認
さ
れ
ま
し
た
。

◎
議
会
議
員
協
議
会

　

平
成
二
十
年
六
月
六
日

　

第
二
回
定
例
会
提
出
議
案
の
協
議

を
行
な
う
。

◎
平
成
二
十
年
第
二
回
臨
時
会
の
概
要

　

平
成
二
十
年
七
月
十
一
日
に
第
二

回
臨
時
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

農
業
委
員
会
の
委
員
の
推
薦
に
つ

い
て
審
議
さ
れ
、
四
名
の
委
員
を
推

薦
い
た
し
ま
し
た
。

◎
財
産
区
議
会

・
上
板
町
大
山
財
産
区
議
会

　

︵
第
二
回
定
例
会
︶

　

平
成
二
十
年
八
月
二
十
一
日

・
上
板
町
神
宅
財
産
区
議
会

　

︵
第
二
回
定
例
会
︶

　

平
成
二
十
年
七
月
二
十
五
日

上
板
町
議
会
だ
よ

上
板
町
議
会
だ
よ
り

上
板
町
議
会
だ
よ
り
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七
月
十
三
日
、
県
内
代
表
十
二

チ
ー
ム
に
よ
り
競
わ
れ
た
、
第
二
十

六
回
徳
島
県
消
防
操
法
大
会
ポ
ン
プ

車
の
部
で
上
板
町
消
防
団
第
五
分
団

が
見
事
、
準
優
勝
に
輝
き
ま
し
た
。

　

三
十
度
を
超
え
る
猛
暑
の
な
か
、

日
頃
の
練
習
の
成
果
を
充
分
に
発
揮

し
、
審
査
員
の
高
い
評
価
を
得
ま
し

た
。

　

メ
ン
バ
ー

　
　

指
揮
者　
　

高　

田　

浩　

之

　
　

一
番
員　
　

手　

塚　

正　

和

　
　

二
番
員　
　

中　

川　

光　

生

　
　

三
番
員　
　

河　

野　
　

誠

　
　

四
番
員　
　

平　

野　

功　

三

　

去
る
、
八
月
七
日
︵
木
︶
、
中
央
公

民
館
に
お
い
て
﹃
防
ご
う
！
少
年
非

行
﹄
県
民
総
ぐ
る
み
運
動
・
上
板
町
推

進
大
会
が
盛
大
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

本
大
会
は
、
町
民
あ
げ
て
青
少
年

の
健
全
育
成
に
取
り
組
む
気
運
を
醸

成
す
る
と
と
も
に
、
町
民
各
層
の
非

行
防
止
に
対
す
る
理
解
と
認
識
を
深

め
、
次
代
を
担
う
青
少
年
の
非
行
防

止
と
健
全
育
成
を
図
る
目
的
で
毎
年

開
催
し
て
い
ま
す
。

　

大
会
で
は
、
納
田
町
長
の
力
強
い

挨
拶
の
後
、
上
板
中
学
校
校
内
非
行

防
止
作
文
優
秀
者
三
名
︵
最
優
秀
賞

二
年　 
田  
中  
直  
人 
さ
ん
、
優
秀
賞　

三

た 

な
か 
な
お 

と

年　
 

板  
東  
礼  
夏 
さ
ん
、
優
秀
賞　

三
年

ば
ん 
ど
う 
あ
や 

か

 
佐  
藤 　
 

亘 
さ
ん
︶
に
賞
状
が
授
与
さ

さ 

と
う 

わ
た
る

れ
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
最
優
秀
賞
の
田
中
直
人

さ
ん
が
﹁
事
の
重
大
さ
﹂
と
題
し
た

作
文
を
発
表
し
、
参
加
者
よ
り
盛
大

な
拍
手
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　

次
に
、稲
井
教
育
委
員
長
よ
り
﹁
大

会
宣
言
﹂
が
朗
読
さ
れ
、
青
少
年
が

豊
か
で
た
く
ま
し
く
育
つ
よ
う
、
町

民
一
丸
と
な
っ
て
非
行
防
止
活
動
を

展
開
す
る
こ
と
が
採
択
さ
れ
ま
し
た
。

　

最
後
に
、
元
池
田
高
校
野
球
部
主

将　
 

江  
上  
光  
治 
氏
よ
り﹁
信
じ
る
力
﹂

え 

が
み 
み
つ 
は
る

と
題
し
た
基
調
講
演
が
あ
り
、
江
上

さ
ん
の
実
体
験
を
通
し
た
貴
重
な
お

話
に
、
参
加
者
一
同
最
後
ま
で
耳
を

傾
け
て
い
ま
し
た
。

　

去
る
、
八
月
十
五
日
に
平
成
二
十

年
度
の
上
板
町
戦
没
者
追
悼
式
が
大

山
・
高
志
・
松
島
地
区
の
忠
魂
碑
前

で
上
板
町
・
町
遺
族
会
・
町
英
霊
に
こ

た
え
る
会
の
共
催
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

式
は
、
納
田
伸
春
町
長
・
秦 
遺
族

会
会
長
を
は
じ
め
と
し
て
多
数
の

関
係
者
が
、
出
席
し
て
厳
か
に
行

わ
れ
ま
し
た
。

　

最
初
に
、
遺
族
会
副
会
長
が
開

式
の
言
葉
を
述
べ
、
次
に
町
長
が

献
花
を
行
い
追
悼
の
言
葉
を
読
み

上
げ
ま
し
た
。

　

続
い
て
、
遺
族
会
会
長
の
挨
拶

が
あ
り
、
軍
恩
会
会
長
・
副
会
長
よ

り
追
悼
の
言
葉
が
あ
り
ま
し
た
。

　

正
午
に
一
分
間
の
黙
祷
を
全
員
で

行
い
、
戦
没
者
の
ご
冥
福
と
日
本
の

恒
久
平
和
を
祈
り
式
は
終
わ
り
ま
し

た
。

平

成

二

十

年

度

戦

没

者

追

悼

式

平

成

二

十

年

度

戦

没

者

追

悼

式

　

七
月
十
二
日
土
曜
日
、
上
板
町
農

村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー
で
﹁
パ
パ
マ

マ
教
室
﹂
を
開
催
い
た
し
ま
し
た
。

　

九
組
の
お
父
さ
ん
お
母
さ
ん
が
参

加
し
て
、
妊
娠
中
の
生
活
や
母
乳
栄

養
に
つ
い
て
、
食
事
、

お
口
の
健
康
、
育
児

レ
ッ
ス
ン
、
お
風
呂
の

入
れ
方
の
内
容
で
、
お

話
を
聞
い
た
り
、
体
験

を
し
た
り
し
ま
し
た
。

　

ご
夫
婦
が
協
力
し
て

出
産
、
育
児
さ
れ
る
こ

と
と
思
い
ま
す
。

﹁﹁﹁﹁﹁﹁﹁﹁﹁﹁﹁﹁﹁﹁
パパパパパパパパパパパパパパ
パパパパパパパパパパパパパパ
ママママママママママママママ
ママママママママママママママ
教教教教教教教教教教教教教教
室室室室室室室室室室室室室室
をををををををををををををを
開開開開開開開開開開開開開開
催催催催催催催催催催催催催催
しししししししししししししし
まままままままままままままま
しししししししししししししし
たたたたたたたたたたたたたた
。。。。。。。。。。。。。。
﹂﹂﹂﹂﹂﹂﹂﹂﹂﹂﹂﹂﹂﹂

﹁
パ
パ
マ
マ
教
室
を
開
催
し
ま
し
た
。
﹂

県
大
会
準
優
勝

お

め

で

と

う

　

﹃﹃﹃﹃﹃﹃﹃﹃﹃﹃﹃﹃﹃﹃﹃﹃﹃﹃﹃﹃﹃﹃﹃﹃﹃﹃﹃﹃﹃﹃

防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防

ごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごご

ううううううううううううううううううううううううううううう

！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！

少少少少少少少少少少少少少少少少少少少少少少少少少少少少少

年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年

非非非非非非非非非非非非非非非非非非非非非非非非非非非非非

行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行

﹄﹄﹄﹄﹄﹄﹄﹄﹄﹄﹄﹄﹄﹄﹄﹄﹄﹄﹄﹄﹄﹄﹄﹄﹄﹄﹄﹄﹄

防
ご
う
！
少
年
非
行
﹄

上
板
町
推
進
大
会　



第１５９号 平成２０年１０月１日　（4）

平成19年度 わ が 町 の 家 計 簿わ が 町 の 家 計 簿わ が 町 の 家 計 簿
普通会計

　平成19年度の決算がまとまり、９月議会に提出しました。

　本町の財政は、町税等の自主財源が少なく、国や県などに

依存している財政構造となっています。

　更に、国民健康保険事業、老人保健事業、介護保険事業等

の特別会計への繰出金と一部事務組合（ごみ処理、消防、学

校給食、し尿処理等）への負担金を合算すると約９億円にな

り、前年と比較しても、経常的な経費が増加し、財政の硬直

化が進んでいます。

　平成20年度以降は、これまで以上に行財政改革を強力に推

進し、財政の健全化に向けた取り組みを推進します。

約93,600円の町税を納めて頂き、約300,500円

の支出をし、その内訳は次のとおりです。

町 民 １ 人 当 り

民 生 費

総 務 費

農林水産業費

消 防 費

議 会 費

公 債 費

91,000円

40,800円

17,000円

13,000円

6,300円

42,100円

教 育 費

土 木 費

衛 生 費

商 工 費

計

33,300円

14,600円

42,100円

300円

300,500円

※普通会計とは、一般会計と住宅新築資金等貸付事業特別会計とを合せたもので、地方財政状況調査（決算統計）の分類に添ったものです。

（※平成20年３月末住民基本台帳登録人口13,276人で算定）

歳入 41億7,127万円　歳出39億8,940万円

地方交付税
1,517,440千円

36.4％

町　税
1,242,485千円

29.8％

地方債
273,005千円

6.5％

繰入金
38,486千円

0.9％

県支出金
234,971千円

5.6％

国庫支出金
194,619千円

4.7％

繰越金
183,940千円

4.4％

使用料・手数料
123,621千円

2.9％

その他
362,701千円

8.8％

歳　入

歳　出

民生費
1,207,771千円

30.3％

総務費
541,964千円

13.6％
公債費

559,115千円
14.0％

土木費
193,346千円

4.8％

教育費
441,826千円

11.1％

衛生費
558,944千円

14.0％

農林水産業費
225,281千円

5.6％

消防費
173,622千円

4.4％

議会費
84,139千円

2.1％
商工費

3,394千円
0.1％

自
主
財
源依

存
財
源

町税
使用料
手数料
財産収入
繰入金
繰越金
分担金・負担金
諸収入

地方譲与税
交付税
交付金
国庫支出金
県支出金
地方債 40.4％

59.6％

人件費
995,190千円

24.9％

公債費
559,115千円

14.0％

物件費
504,856千円

12.7％

補助費
644,038千円

16.1％

 普通建設事業費
278,925千円

7.0％

歳出の
性質別内訳 扶助費　

348,413千円
　　　 8.7％　　

維持修繕費
26,483千円

0.7％

積立金
167,487千円

4.2％
繰出金　
464,895
　 千円
　11.7％

義

務

的

経

費

投資的経費

そ

の

他

の

経

費



第１５９号（5）　平成２０年１０月１日

世帯数　２,２６１世帯　　被保険者数　４,５３２人

　歳入合計は、１４億２,９５５万円で、うち国県支出金が全体の３７.６６パーセントを占め、次いで国保税２１.２８パーセン

ト、療養給付費交付金が１７.３４パーセント、繰入金が９.５５パーセント、前年度よりの繰越金０.１５パーセント、その他

の収入が１４.０２パーセントとなっております。

　歳出合計は、１４億２,４０２万円で、その内訳は、保険給付が６５.２１パーセント、老人保健拠出金が１３.６６パーセント、

総務費が１.６１パーセント、その他の支出が１９.５２パーセントとなっています。歳入歳出の差引残額５５３万円が平成２０

年度へ繰越となりました。

（単位：円）

国県支出金
37.66％

国保税
21.28％

繰入金
9.55％

療養給付費
交付金　　
17.34％

繰越金
0.15％

その他
の収入
14.02％

保険給付
65.21％

老人保健
拠出金　
13.66％

総務費
1.61％

その他の
支出

19.52％

歳　出歳　入

一 人 当 た り一 世 帯 当 た り項　　　目
歳　
　

入

１１８，７８６２３８，０９８国 県 支 出 金

 ６７，１２８１３４，５５２保 険 税

１２９，５２０２５９，６１４そ の 他 の 収 入

３１５，４３４６３２，２６４計

２０４，８９７４１０，７００保 険 給 付 金 
歳　
　

出

 ４２，９１４８６，０１８老 人 保 健 拠 出 金

５，０６１１０，１４４総　 務　 費

６１，３４２１２２，９５６そ の 他 の 支 出

３１４，２１４６２９，８１８計

国国 保保

会会 計計

上板町の老人医療受給対象者は、平均１,７２７人（総人口の１３.０％）で、１人あたりの医療費は約８０万円となっています。

●　総医療費の負担割合表

求償による

収 入 額

［交通事故］

公　　　　　　　費拠　出　金

一部負担金
上　板　町県国

［医療保険の

各保険者］

�政府管掌健康保険

�組合管掌健康保険

�船員保険

�共済組合

�国民健康保険

�市町村国民健康保険

７,４７５,７２４円１０１,４５３,１９５円１０１,４５３,２０３円４０５,８１２,８０３円６５６,３６７,２６６円１２２,２４２,００５円

平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１９９９９９９９９９９９９９９９９９９９９９９９９９９９９９年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度上上上上上上上上上上上上上上上上上上上上上上上上上上上上上板板板板板板板板板板板板板板板板板板板板板板板板板板板板板町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町老老老老老老老老老老老老老老老老老老老老老老老老老老老老老人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健医医医医医医医医医医医医医医医医医医医医医医医医医医医医医療療療療療療療療療療療療療療療療療療療療療療療療療療療療療費費費費費費費費費費費費費費費費費費費費費費費費費費費費費総総総総総総総総総総総総総総総総総総総総総総総総総総総総総額額額額額額額額額額額額額額額額額額額額額額額額額額額額額１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３億億億億億億億億億億億億億億億億億億億億億億億億億億億億億９９９９９９９９９９９９９９９９９９９９９９９９９９９９９,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,４４４４４４４４４４４４４４４４４４４４４４４４４４４４４８８８８８８８８８８８８８８８８８８８８８８８８８８８８８０００００００００００００００００００００００００００００万万万万万万万万万万万万万万万万万万万万万万万万万万万万万円円円円円円円円円円円円円円円円円円円円円円円円円円円円円平成１９年度上板町老人保健医療費総額１３億９,４８０万円

費　用　額日　数件　数区　分

６０６,４４９,２００円２７,１６０１,３７９入 院
医
療
の
給
付

５７６,２９１,２３０円７２,４０４２７,７７８外 来

３８,７０４,４００円４,８５２１,９９２歯 科

１０８,９５５,２３０円―６,６６３調 剤

４８,５５０,４１０円――食事療養費

１,５９０,８５０円１７６１５訪問看護

１４,２６２,８７６円― ２,７６３現金給付

１,３９４,８０４,１９６円―４０,５９０合　　計

●　老人医療費総額の内訳

（単位：千円）♦歳入の部 

 割      合金       額項　　　　目

１７％１７６,１３８保 険 料

２７％２８８,７０４支 払 基 金 交 付 金

２２％２３８,２８９国 庫 支 出 金

１４％１４５,９６９県 支 出 金

１４％１４５,１１４繰 入 金

６％６３,５９０繰 越 金

０％２３そ の 他

１００％１,０５７,８２７合 計

（単位：千円）♦歳出の部 

 割      合金       額項　　　　目

９６％９６４,３１０保 険 給 付 費

３％２２,２６３総 務 費

１％１１,８５７そ の 他

１００％９９８,４３０合 計

♦保険給付状況 

合　　計施　　設在　　宅

５,５３６１,８３６３,７００延 べ 利 用 人 数（人）

１００％３３％６７％構　　　成　　　比（％）

１,０２９,０４０３４１,２７８６８７,７６２審 査 支 払 い 手 数 料

９９８,４３０５８９,０７４４０９,３５６支 給 総 額（千円）

１００％５９％４１％構　　　成　　　比（％）

４３１,４８３３２０,８４６１１０,６３７１人当たりの支給額（円）

歳入合計は、１０億５,７８２万７千円、歳出合計は９億９,８４３万円となっています。
その内訳は図のとおりで、歳入歳出差引残額５,９３９万７千円が、平成２１年度へ繰
越となりました。 

介護保険特別会計

歳 入 の 部 歳 出 の 部

支払基金
交付金
27％

国庫支出金
22％

県支出金
14％

保険料
17％

繰越金　6％
その他　0％

繰入金
14％

保険給付費
96％

総務費　3％

その他　1％

　平成１９年度の老人医療費総額は少し減少したものの、一人当たりの医療費は増加しています。

　年々増加傾向にある国民医療費の中で、老人医療費の占める割合が大きくなっています。将来にわたり国民皆保険を守り、

家族や社会のために長年尽くされた高齢者の方々が安心して医療を受け続けられるようにするため、若い世代も含めてみんな

が納得して支え合う長寿医療制度が平成２０年度４月より導入されました。医療にかかる費用のうち窓口負担を除いた分を公費

で５割、若い世代の保険料で４割、高齢者の保険料で１割という負担割合で運営しています。

　この制度は、県内すべての市町村が加入する徳島県後期高齢者医療広域連合が運営主体となり、市町村と連携して事務を行

います。申請や届出の受付は役場福祉保健課で行っております。
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事
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業
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年
度
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●収益的収入及び支出

２３０,３２９水 道 事 業 収 益

２１３,０８２給 水 収 益

１６,１３３受 託 工 事 収 益

５１８そ の 他 の 営 業 収 益

５４４受取利息及び配当金

０他 会 計 補 助 金

０雑 収 益

５２過 年 度 損 益 修 正 益

２０４,３４６水 道 事 業 費 用

２５,３９５原 水 及 び 浄 水 費
１８,３７８配 水 及 び 給 水 費
１５,３８３受 託 工 事 費
６０,７２８総 係 費
４９,８７７減 価 償 却 費

５２３資 産 減 耗 費
３０,５５８支 払 利 息

８５雑 支 出
３,４１９過 年 度 損 益 修 正 損

●資本的収入及び支出

２,９９２資 本 的 収 入

２,９９２工 事 分 担 金

５６,５６７資 本 的 支 出

１８,１８０建 設 改 良 費

３８,３８７企 業 債 償 還 金

（単位：千円）

過年度損益
修正益
0％

水道事業収益

給水収益
93％

他会計補助金　0％
受取利息及び配当金　0％ その他の営業収益　0％

雑収益　0％

受託
　工事
　収益
　　7％

水道事業費用

総係費
30％

配水及び
給水費

9％

受託工事費
　　8％減価償却費

24％

資産減耗費
0％

雑支出
0％

支払利息
15％

過年度損益修正損
2％

原水及び
浄水費　
12％　

資本的収入 資本的支出

建設改良費
18,180
32％

工事分担金
2,992
100％

企業債償還金
38,387
68％

なお、資本的支出額に不足する額５,３５７万５千円は内部留保資金で補てんしています。

　収入合計は２億３,０３２万９千円

　支出合計は２億　４３４万６千円

　収入合計は　２９９万２千円

　支出合計は５,６５６万７千円

収　益　的
収支決算額

資　本　的
収支決算額

宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅 内内内内内内内内内内内内内内内内内内内内 漏漏漏漏漏漏漏漏漏漏漏漏漏漏漏漏漏漏漏漏 水水水水水水水水水水水水水水水水水水水水 にににににににににににににににににににに ごごごごごごごごごごごごごごごごごごごご 注注注注注注注注注注注注注注注注注注注注 意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意 くくくくくくくくくくくくくくくくくくくく だだだだだだだだだだだだだだだだだだだだ ささささささささささささささささささささ いいいいいいいいいいいいいいいいいいいい　宅内漏水にご注意ください 。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。　

◎宅内漏水の見つけ方
　次のようにしていただきますと

水漏れがわかります。

①まず、家中の蛇口を全て閉めま

しょう。

②次にメーターボックスのフタを

開けてメーター器を見ます。銀色

か赤色の星のような形のもの（パ

イロット）を確認しましょう。

③もしパイロットが回っていたら、宅内のどこかで漏水し

ている可能性があります。

※常に水道メーターを見て、使用水量を把握してください。

宅内漏水の早期発見になります。

※漏水が見つかったときは、個人負担でお近くの水道工事

店等に依頼して修理してください。

�お問い合わせ先

　上板町役場　水道課　℡０８８−６９４−６８１７

パイロット

暴力団の町営住宅の使用制限に
関する覚書について

　町営住宅における暴力団員の不法・不当行為等が全国で

多数発生しており、町営住宅等から暴力団を排除し、住民

が安心して暮らせるよう、板野警察署と上板町は暴力団員

の町営住宅の使用制限に関する覚書を締結しました。

　これにより警察と町が連携し、入居者が暴力団員である

かどうかの情報提供を行ったり、退去を求める場合等に警

察官を同行させるなどの協力をすることを約束しました。

在宅医療廃棄物の取り扱い方法が
変わります

　上板町では医療系廃棄物は危険物として引き取

りをしていませんでしたが、国の指導により在宅
� ����

医療廃棄物を一般廃棄物として取り扱うことにな
� ���������

りました。収集作業の安全性を確保するために、

分別にご協力ください。

　分　け　方　

①　注射針、ペン型ニードル、点滴針等鋭利なもの

　　従来どおり、かかりつけの医療機関等に相談

して、処理を依頼してください。

②　薬剤等を入れていた容器

　　ガラス瓶は破砕ごみ（びん類）として分別、

排出してください。

　　栄養剤バッグ等のプラスチック製品は、可燃

ごみ（燃やせるごみ）として上板町指定のごみ

袋に入れ、排出してください。

　　薬剤の入っていた容器は必ず中身を出しきり、

水洗いしてから排出してください。

③　それ以外のもの

　　ガーゼ・脱脂綿等は、可燃ごみ（燃やせるご

み）として上板町指定のごみ袋に入れ、排出し

てください。

　　チューブやカテーテル類のプラスチック製品

も、同様の扱いとします。

※非鋭利なものについても、感染性を有するもの
� ����������������

についてはかかりつけの医療機関等にご相談く

ださい。

�問い合わせ先　　環境保全課　℡６９４−６８１３
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　上板町の職員給与などの現状を町民の皆さんにお知らせします。

　職員の給与制度は国家公務員の給与制度に準じて、町の条例に

よって定められています。

（なお、ここに記載している給与は、すべて税や各種保険料を引く

前の額です。）

上板町職員の給与等を公表します

❷職員給与費の状況（普通会計決算）

１人当たり
の 給 与 額
（Ｂ／Ａ）

給　与　費　額普通会計
職 員 数
（Ａ）

区　分
　　計（Ｂ）期末・勤勉手当職員手当給　　料

千円

５,５５２
千円

６５５,１１４
千円

１７７,１２４
千円

４２,４３９
千円

４３５,５５１
１１８人１９年度

※職員手当には、退職手当及び児童手当を含まない。

❸職員の平均給料月額及び平均年齢の状況 （平成２０年４月１日現在）

平　均　年　齢平 均 給 料 月 額

４２.１０歳月一般行政職　　３,２２０ 百円

５１.１０歳月技能労務職　　３,３８１百円

❹職員の初任給の状況 （平成２０年４月１日現在）

一般行政職

国上　　板　　町

初　任　給区　　　分初　任　給区　　　分

１７２,２００円大　学　卒１７２,２００円大　学　卒

１５２,８００円短　大　卒１５２,８００円短　大　卒

１４０,１００円高　校　卒１４０,１００円高　校　卒

❶人件費の状況（普通会計決算）

前年度の人件費率人件費率（Ｂ／Ａ）人件費（B）歳出額（A）住民基本台帳人口区　分

２５.０%２４.９%
千円　

９９５,１９０
千円　

３,９８９,４０２
平成２０.３.３１現在

１３,２７２人１９年度

※人件費には、特別職に支給される給料、報酬等を含む。

❺一般行政職の級別職員数の状況 （平成２０年４月１日現在）

４級３級２級１級

課長補佐及び主査
並びにこの相当職

主査及び係長並
びにこの相当職

主 事 及 び
こ の 相 当 職

主 事 及 び 主 事 補
並びにこの相当職

標 準 的 な
職 務 内 容

１０人２０人１０人３人職　員　数

１５.４%３０.８%１５.４%４.６%構　成　比

合　計６級５級

理事及び課長並
びにこの相当職

主幹及び課長補佐
並びにこの相当職

６５人１１人１１人

１００.０%１６.９%１６.９%

※①標準的な職務内容とは、そ
れぞれの級に該当する代表
的な職務である。

　②一般行政職とは、「事務職」
や「技術職」のことを指し、

「企業職員」や「教育職」
は含まない。

❽部門別職員数の状況 （各年４月１日現在）

職　　　員　　　数（人）
区　分

平成２０年平成１９年平成１８年平成１７年平成１６年

２
１７
１３
７
８

３３
１３

２
１８
１２
７

１０
３６
１３

２
２２
７
７
９

４１
１４

２
２２
７
７
９

４２
１４

２
２１
７
７

１０
４４
１４

議　会
総　務
税　務
農　林
土　木
民　生
衛　生

一

般

行

政

９３９８１０２１０３１０５小　計

１９２０１９１９２１教　育特
別
行
政 １９２０１９１９２１小　計

６
７

６
６

６
６

６
６

６
６

水　道
その他

公
営
企
業
等 １３１２１２１２１２小　計

１２５１３０１３３１３４１３８合　 計

※職員数は一般職に属する職員数であり、地方公務員の身分を保有する休職者、
派遣職員等を含み、臨時及び非常勤職員を除いている。

❻職員手当の状況 （平成２０年４月１日現在）

国上　板　町区　分

（支給割合）　期末手当　　　勤勉手当
　　６月期　　１.４０月分　　０.７５月分
１２月期　　１.６０月分　　０.７５月分
　　計　　　３.００月分　　１.５０月分
※職制上の段階、職務の級等による加算措置有

（支給割合）　期末手当　　　勤勉手当
　　６月期　　１.４０月分　　０.７５月分
１２月期　　１.６０月分　　０.７５月分
　　計　　　３.００月分　　１.５０月分
※職制上の段階、職務の級等による加算措置有

期末手当
勤勉手当

（支給率）　　　自己都合　　　勧奨・定年
勤続２０年 ２３.５０月分 ３０.５５月分
勤続２５年 ３３.５０月分 ４１.３４月分
勤続３５年 ４７.５０月分 ５９.２８月分
最高限度額 ５９.２８月分 ５９.２８月分
※定年前早期退職特例措置有

（支給率）　　　自己都合　　　勧奨・定年
勤続２０年 ２３.５０月分 ３０.５５月分
勤続２５年 ３３.５０月分 ４１.３４月分
勤続３５年 ４７.５０月分 ５９.２８月分
最高限度額 ５９.２８月分 ５９.２８月分
※定年前早期退職特例措置有

退職手当

主なもの　配偶者　　　月額 １３,０００円
　　　　　配偶者以外　月額 ６,５００円

主なもの　配偶者　　　月額 １３,０００円
　　　　　配偶者以外　月額 ６,５００円

扶養手当

持家　月額２,５００円
※新築又は購入した日から起算して５年

を経過するまでの間支給

借家　家賃の額に応じて支給
　　　最高月額２７,０００円

持家　月額２,５００円
※新築又は購入した日から起算して５年

を経過するまでの間支給

借家　家賃の額に応じて支給
　　　最高月額２７,０００円

住居手当

通勤距離２㎞〜５㎞未満　月額２,０００円
５㎞以上は距離に応じ支給

通勤距離２㎞〜５㎞未満　月額２,０００円
５㎞以上は距離に応じ支給

通勤手当

７,００４,６８０円支 給 総 額
（平成１９年度）

時 間 外
勤務手当

保育士及び幼
稚園教諭

支給対象職員

調整手当
７２,９６５円

支給対象職員１
人あたり平均支
給額（平成１９年度）

給料月額の
２％

支　　給　　率

月額
２８,６００円〜

４９,５００円

管理または監督
の地位にある職
員に支給

管理職
手　当

６８,４４４円
支給対象職員１
人あたり平均支
給額（平成１９年度）

❼特別職の報酬等の状況 （平成２０年４月１日現在）

期末手当（支給割合）給料及び報酬（月額）区分期末手当（支給割合）給料及び報酬（月額）区分

　　６月期 １.６月分
１２月期 １.７月分
　合計 ３.３月分

２９９,０００円
２４９,２００円
１９９,３００円

議　長
副議長
議　員

　　６月期 １.６月分
１２月期 １.７月分
　合計 ３.３月分

７３８,０００円
５９０,４００円
５４６,２００円

町　長
副町長
教育長

※給料額について、平成２０年７月から町長　５９０,４００円（２０％減）、副町長　
５３１,３６０円（１０％減）、教育長４９１,５８０円（１０％減）としている。

　精神障害者の社会復帰の一つとして、葉牡丹を育てています。

　8 月７日（木）にソーシャルクラブ上板、いちょう家族会（精神障害

者の家族の会）、メンタルヘルスボランティアたんぽぽ（精神障害者を

支援しているボランティアグループ）、上板町社会福祉協議会のご指導、

ご協力のもと、トレイに土を入れ、一粒ずつ種をまきました。

　「心の病」に悩む人達は、地域の中でいこい、働き、当たり前に生活

できることを望んでいます。ストレス社会といわれる現代、いつ誰が

心を病むかもしれません。精神障害者へのご理解、ご協力、温かいご

支援をお願いいたします。

ソーシャルクラブ上板・いちょう家族会・メンタルヘルスボランティアたんぽぽ

葉葉葉葉葉葉葉葉葉葉葉葉葉葉葉葉葉葉葉葉葉葉葉葉葉牡牡牡牡牡牡牡牡牡牡牡牡牡牡牡牡牡牡牡牡牡牡牡牡丹丹丹丹丹丹丹丹丹丹丹丹丹丹丹丹丹丹丹丹丹丹丹丹のののののののののののののののののののののののの種種種種種種種種種種種種種種種種種種種種種種種種ままままままままままままままままままままままままききききききききききききききききききききききききにににににににににににににににににににににににに汗汗汗汗汗汗汗汗汗汗汗汗汗汗汗汗汗汗汗汗汗汗汗汗をををををををををををををををををををををををを流流流流流流流流流流流流流流流流流流流流流流流流牡丹の種まきに汗を流すすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすす！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！す！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！



第１５９号 平成２０年１０月１日　（8）

　

お
と
し
よ
り
の
人
た
ち
を
バ
カ

に
し
た
り
、
か
ら
か
っ
た
り
す
る

の
は
、
絶
対
に
お
か
し
い
こ
と
だ

と
思
い
ま
す
。
私
の
お
じ
い
ち
ゃ

ん
や
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
は
、
お
父
さ

ん
や
お
母
さ
ん
の
い
な
い
時
に
、

私
や
姉
の
食
事
な
ど
の
お
世
話
を

し
て
く
れ
ま
す
。
そ
の
う
え
、
た

く
さ
ん
の
知
恵
を
も
っ
て
い
ま
す
。

料
理
の
こ
つ
や
そ
う
じ
の
仕
方
を

教
え
て
く
れ
ま
す
。

　

で
も
時
々
私
と
お
じ
い
ち
ゃ
ん

は
、
言
い
争
い
を
す
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
。
そ
の
時
は
す
ご
く
腹
が

立
ち
ま
す
。

　

﹁
も
っ
と
勉
強
し
な
さ
い
。﹂

と
か
、

　

﹁
姿
勢
が
悪
い
�
。﹂

な
ど
と
言
っ
て
、
私
の
背
中
を
お

も
い
っ
き
り
た
た
い
た
り
す
る
の

で
す
。
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
も
、
テ
ス

ト
の
点
が
悪
か
っ
た
ら

　

﹁
も
っ
と
が
ん
ば
ら
な
あ
か
ん

な
ぁ
。﹂

と
か
言
っ
て
き
ま
す
。
ど
っ
ち
も

少
し
い
や
だ
け
ど
お
じ
い
ち
ゃ
ん

や
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
が
い
る
と
楽
し

い
の
で
す
。

　

け
ん
か
を
し
て
も
あ
っ
と
い
う

間
に
仲
直
り
し
て
い
ま
す
。　

　

こ
れ
か
ら
は
、
も
っ
と
も
っ
と

お
皿
洗
い
や
せ
ん
た
く
物
を
干
す
、

お
手
伝
い
を
し
て
あ
げ
よ
う
と
思

い
ま
す
。

　

﹁
こ
れ
苦
い
〜
。﹂

と
か
、
文
句
を
言
っ
て
い
た
こ
と

も
あ
っ
た
の
で
、
そ
れ
も
や
め
た

い
で
す
。
ご
飯
の
お
か
ず
な
ど
も

せ
っ
か
く
お
じ
い
ち
ゃ
ん
や
お
ば

あ
ち
ゃ
ん
が
私
た
ち
の
た
め
に

作
っ
て
く
れ
た
の
で

　

﹁
お
い
し
い
�
。﹂

と
言
っ
て
食
べ
た
い
で
す
。

　

今
回
こ
の
作
文
を
書
い
て
み
て
、

お
じ
い
ち
ゃ
ん
や
お
ば
あ
ち
ゃ
ん

が
い
る
こ
と
は
、
幸
せ
な
こ
と
な

ん
だ
と
読
ん
で
い
る
人
た
ち
に
感

じ
と
っ
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
し
た
。

お
じ
い
ち
ゃ
ん
や
お
ば
あ
ち
ゃ
ん

は
世
界
に
た
っ
た
一
人
し
か
い
な

い
ん
で
す
。
だ
か
ら
こ
そ
こ
れ
か

ら
は
、
も
っ
と
お
じ
い
ち
ゃ
ん
や

お
ば
あ
ち
ゃ
ん
を
好
き
に
な
り
た

い
で
す
。

　

そ
れ
に
、
も
っ
と
楽
を
さ
せ
て

あ
げ
た
い
で
す
。
料
理
も
た
く
さ

ん
作
っ
て
食
べ
て
も
ら
い
た
い
と

思
い
ま
す
。
そ
し
て
精
一
杯
長
生

き
し
て
ほ
し
い
で
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
、
お
じ
い
ち
ゃ
ん

や
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
と
楽
し
く
、
明

る
い
家
庭
生
活
を
お
く
り
、
い

つ
も
笑
顔
の
た
え
な
い
家

に
し
て
い
き
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。
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幸 

さ 

の 

み
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き

　

私
の
家
は
農
家
で
す
。じ
い
ち
ゃ
ん
と
、ば
あ
ち
ゃ

ん
が
、
ハ
ウ
ス
で
ユ
リ
の
さ
い
ば
い
を
し
て
い
ま
す
。

じ
い
ち
ゃ
ん
は
、
畑
か
ら
帰
る
と
、
ご
飯
を
食
べ
て
、

お
風
呂
に
入
る
と
す
ぐ
に
寝
て
し
ま
い
ま
す
。
で
も

ば
あ
ち
ゃ
ん
は
、
食
事
の
準
備
、
後
か
た
づ
け
洗
た

く
物
の
整
理
を
し
て
い
ま
す
。
私
に
は
弟
二
人
と
妹

が
一
人
い
ま
す
。
私
達
に
は
お
父
さ
ん
が
い
な
い
の

で
、
お
母
さ
ん
が
エ
ス
テ
の
仕
事
を
し
て
い
て
夜
遅

く
ま
で
働
い
て
い
ま
す
。
だ
か
ら
私
の
家
で
は
、
ば

あ
ち
ゃ
ん
が
お
母
さ
ん
に
か
わ
っ
て
、
私
達
の
世
話

を
し
て
く
れ
て
い
る
の
で
、
と
て
も
忙
し
そ
う
で
す
。

　

じ
い
ち
ゃ
ん
は
、
と
て
も
優
し
い
で
す
、
だ
か
ら

私
は
じ
い
ち
ゃ
ん
が
、
大
好
き
で
す
。
仕
事
を
し
て

つ
か
れ
て
い
て
も
、
と
き
ど
き
私
が
、

﹁
本
買
い
に
連
れ
て
行
っ
て
。﹂

　

て
言
う
と
、
す
ぐ
に

﹁
い
い
よ
。﹂

と
言
っ
て
、
連
れ
て
行
っ
て
く
れ
ま
す
。
で
も
わ
が

ま
ま
を
言
っ
た
り
、
食
べ
物
の
ぜ
い
た
く
を
言
っ
た

り
、
ウ
ソ
を
つ
い
た
り
す
る
と
、

﹁
貧
し
い
国
で
は
食
べ
物
が
無
く
て
、
死
ん
で
い
く

子
が
よ
う
け
お
る
ん
で
よ
。﹂

　

と
か
、

﹁
信
用
は
お
金
を
つ
ん
で
も
買
え
ん
の
で
よ
。
ウ
ソ

を
言
う
た
ら
い
か
ん
！
。
﹂

と
、
と
て
も
き
つ
く
し
か
ら
れ

ま
す
。
そ
ん
な
時
は
、
こ
わ

い
顔
に
な
り
ま
す
。

　

ば
あ
ち
ゃ
ん
は
農

作
業
で
つ
か
れ
て
い

て
も
、
い
つ
も
お
い

し
い
ご
飯
を
作
っ
て
く
れ
ま
す
。
私
は
、
﹁
ゴ
ー
ヤ

チ
ャ
ン
プ
ル
﹂
が
一
番
好
き
で
す
。
ば
あ
ち
ゃ
ん
の

作
る
料
理
は
栄
養
満
点
で
、
そ
の
上
お
い
し
い
の
で

家
族
み
ん
な
が
、
大
好
き
で
す
。
た
く
さ
ん
食
べ
る

と
、
と
て
も
う
れ
し
そ
う
に
、
ニ
コ
ニ
コ
し
て
い
ま

す
。
で
も
そ
ん
な
ば
あ
ち
ゃ
ん
に
、
よ
く
お
こ
ら
れ

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
は
学
校
か
ら
帰
っ
て
来

て
、
洋
服
や
ゲ
ー
ム
な
ど
を
散
ら
か
し
て
か
た
づ
け

て
な
い
時
で
す
。
散
ら
か
っ
て
い
る
の
を
見
る
と
、

イ
ラ
イ
ラ
し
て
落
ち
つ
け
な
い
そ
う
で
す
。

　

そ
れ
か
ら
ば
あ
ち
ゃ
ん
に
は
、
友
達
が
た
く
さ
ん

い
ま
す
。
メ
ー
ル
を
し
た
り
、
電
話
で
話
し
た
り
、

新
聞
に
珍
し
い
花
の
記
事
が
の
っ
て
い
る
と
、
友
達

を
さ
そ
っ
て
見
に
行
っ
た
り
、
日
帰
り
の
旅
行
に
も

よ
く
行
っ
て
い
ま
す
。
そ
ん
な
時
は
、
と
て
も
楽
し

そ
う
で
す
。

　

で
も
私
に
は
心
配
し
て
い
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

ば
あ
ち
ゃ
ん
の
物
忘
れ
が
ひ
ど
く
な
っ
た
事
で
す
。

こ
の
間
も
、

﹁
ゴ
ミ
袋
が
な
い
な
あ
。﹂

と
、
わ
ざ
わ
ざ
買
い
に
行
っ
た
の
に
、
他
の
物
を
た

く
さ
ん
買
っ
て
来
て
、
ゴ
ミ
袋
を
買
う
の
を
二
度
も

忘
れ
た
の
で
す
。
し
か
し
ば
あ
ち
ゃ
ん
は
、

﹁
と
う
と
う
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
病
が
、
発
症
し
た

か
。
﹂

な
ん
て
、
笑
い
と
ば
し
て
気
に
も
と
め
て
い
ま
せ
ん
。

﹁
幸
が
忘
れ
物
多
い
ん
は
、
ば
あ
ち
ゃ
ん
の
D
N
A

の
せ
い
か
も
よ
。﹂

な
ん
て
、
こ
わ
い
事
を
言
い
ま
す
。
た
ぶ
ん
忙
し
い

か
ら
だ
と
思
い
ま
す
。

　

じ
い
ち
ゃ
ん
も
、
ば
あ
ち
ゃ
ん
も

﹁
農
業
は
定
年
が
な
い
け
ん
、
ま
だ
ま
だ
が
ん
ば
れ

る
な
あ
。
﹂

と
、
言
っ
て
い
ま
す
。

　

い
つ
ま
で
も
元
気
で
、
長
生
き
し
て
ほ
し
い
で
す
。

そ
し
て
、
い
ろ
ん
な
事
を
教
え
て
下
さ
い
。
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﹁
じ
い
ち
ゃ
ん
、
ば
あ
ち
ゃ
ん

長
生
き
し
て
ね
﹂　

　
﹁
敬
老
の
人
た
ち
に

つ
い
て
﹂　
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ぼ
く
に
は
、
今
年
で
七
四
歳
に
な
る
お

ば
あ
ち
ゃ
ん
が
い
ま
す
。
お
じ
い
ち
ゃ
ん

は
、
ぼ
く
が
生
ま
れ
る
前
に
死
ん
で
し

ま
っ
て
写
真
で
し
か
見
た
こ
と
が
あ
り
ま

せ
ん
。
で
も
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
は
、
い
つ
も

明
る
く
元
気
で
や
さ
し
い
で
す
。

　

お
ば
あ
ち
ゃ
ん
は
、
毎
日
、
朝
早
く
か

ら
庭
の
草
む
し
り
を
し
た
り
、
お
じ
い

ち
ゃ
ん
と
作
っ
た
畑
の
手
入
れ
を
し
た
り

し
て
い
ま
す
。
そ
の
お
か
げ
で
毎
日
、
畑

で
取
れ
た
い
ろ
い
ろ
な
野
菜
や
く
だ
も
の

を
食
べ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
今
年
の
夏

休
み
に
も
甘
く
て
お
い
し
い
ス
イ
カ
を
食

べ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

ぼ
く
は
、
今
小
学
校
六
年
生
で
す
。
お

ば
あ
ち
ゃ
ん
が
小
学
生
だ
っ
た
頃
は
戦
争

中
で
し
た
。
戦
争
中
は
、
学
校
で
サ
ツ
マ

イ
モ
や
大
豆
を
植
え
て
い
ま
し
た
。
昼
ま

で
は
地
方
別
に
分
か
れ
て
、
近
く
の
神
社

や
お
寺
で
畑
仕
事
を
し
、
勉
強
は
二
時
間

く
ら
い
し
か
し
な
か
っ
た
そ
う
で
す
。
子

供
だ
っ
た
の
で
力
が
な
く
、
く
わ
で
畑
を

耕
す
仕
事
は
と
て
も
つ
ら
か
っ
た
そ
う
で

す
。
サ
ツ
マ
イ
モ
は
学
校
で
給
食
の
代
わ

り
に
食
べ
て
い
ま
し
た
。
大
豆
は
ど
こ
か

に
出
し
て
い
た
そ
う
で
す
。
今
の
よ
う
に

教
科
書
を
た
だ
で
も
ら
え
る
こ
と
も
な

か
っ
た
の
で
、
教
科
書
に
も
不
自
由
し
て

い
ま
し
た
。
教
科
書
が
少
な
か
っ
た
の
で
、

お
兄
さ
ん
や
お
姉
さ
ん
の
お
古
の
教
科
書

を
み
ん
な
使
っ
て
い
ま
し
た
。
兄
弟
が
い

な
い
人
は
近
所
の
人
に
借
り
た
り
し
て
い

ま
し
た
。
教
科
書
を
借
り
る
こ
と
も
で
き

な
く
て
、
も
っ
て
い
な
い
人
も
い
ま
し
た
。

お
ば
あ
ち
ゃ
ん
は
、
お
兄
さ
ん
の
お
古
を

使
い
そ
の
教
科
書
を
弟
や
妹
が
ま
た
使
っ

て
い
ま
し
た
。
だ
か
ら
、
教
科
書
も
大
事

に
使
っ
た
そ
う
で
す
。
六
年
生
を
卒
業
し

た
人
は
工
場
に
働
き
に
出
た
り
、
兵
隊
に

な
っ
た
り
し
て
い
ま
し
た
。
お
ば
あ
ち
ゃ

ん
が
、
六
年
生
に
な
っ
た
と
き
に
戦
争
が

お
わ
り
ま
し
た
。
今
の
中
学
校
も
そ
の
時

で
き
ま
し
た
。
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
は
中
学
校

を
卒
業
し
た
後
は
、
さ
い
ほ
う
の
学
校
に

行
き
ま
し
た
。

　

お
ば
あ
ち
ゃ
ん
が
戦
争
の
時
代
を
生
き

て
い
な
か
っ
た
ら
ぼ
く
も
生
ま
れ
て
い
ま

せ
ん
。
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
が
た
っ
た
一
人
で

畑
を
耕
し
、
ぼ
く
た
ち
の
た
め
に
野
菜
や

く
だ
も
の
を
作
っ
て
く
れ
る
の
は
、
戦
争

中
の
た
べ
も
の
が
な
い
つ
ら
い
経
験
が
あ

る
か
ら
で
す
。
ぼ
く
の
ズ
ボ
ン
の
ひ
ざ
の

と
こ
ろ
や
く
つ
下
の
や
ぶ
れ
た
と
こ
ろ
を

つ
く
ろ
っ
て
く
れ
る
の
は
、
戦
争
中
、
物

を
大
切
に
し
て
い
た
経
験
が
あ
る
か
ら
で

す
。
今
の
ぼ
く
た
ち
の
生
活
が
あ
る
の
は

お
ば
あ
ち
ゃ
ん
が
戦
争
中
を
生
き
た
か
ら

だ
と
思
い
ま
す
。
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
に
感
謝

の
気
持
ち
を
持
ち
続
け
、
お
ば
あ
ち
ゃ
ん

が
ぼ
く
た
ち
を
大
切
に
し
て
く
れ
る
よ
う

に
、
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
を
大
切
に
し
た
い
で

す
。
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
あ
り
が
と
う
。
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私
の
じ
い
ち
ゃ
ん
は
、
今
七
十
三
歳
で
す
。

じ
い
ち
ゃ
ん
は
、
数
年
前
、
食
道
の
部
分
に

何
か
の
病
気
が
で
き
、
食
道
を
切
る
手
術
を

し
ま
し
た
。
手
術
の
後
、
の
ど
に
管
を
通
し

て
苦
し
そ
う
に
ベ
ッ
ド
で
寝
て
い
る
じ
い

ち
ゃ
ん
を
見
る
と
、
早
く
治
っ
て
ほ
し
い
と
、

わ
た
し
た
ち
の
家
族
は
、
全
員
で
祈
り
ま
し

た
。
わ
た
し
た
ち
の
願
い
が
通
じ
た
の
か
、

手
術
も
無
事
成
功
し
、
今
は
と
て
も
元
気
に

な
り
ま
し
た
。
そ
れ
で
も
、
手
術
の
あ
と
が

首
に
残
り
、
と
て
も
痛
そ
う
で
す
。
ま
た
、

手
術
で
切
っ
た
た
め
、
食
道
が
あ
り
ま
せ
ん
。

食
べ
物
を
食
べ
た
ら
、
す
ぐ
に
胃
に
流
れ
て

し
ま
い
ま
す
。
だ
か
ら
、
食
事
は
、
や
わ
ら

か
い
も
の
を
少
し
ず
つ
し
か
食
べ
る
こ
と
が

で
き
ま
せ
ん
。
そ
の
せ
い
か
、
見
た
目
は
す

ご
く
細
く
、
弱
々
し
く
見
え
ま
す
。
で
も
、

力
は
強
い
し
、
車
の
運
転
も
で
き
る
し
、
家

事
も
ば
あ
ち
ゃ
ん
と
協
力
し
な
が
ら
や
っ
て

い
ま
す
。

　

ば
あ
ち
ゃ
ん
は
、
今
年
五
十
九
歳
に
な
り

ま
し
た
。
ひ
ざ
に
水
が
た
ま
り
、
以
前
は
つ

え
を
つ
い
て
歩
い
て
い
ま
し
た
が
、
手
術
を

し
た
お
か
げ
で
、
今
で
は
自
転
車
に
も
乗
れ

る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

ば
あ
ち
ゃ
ん
の
健
康
の
秘
け
つ
は
、
近
く

の
山
か
ら
と
れ
る
天
然
の
水
を
飲
む
こ
と
の

よ
う
で
す
。
二
日
に
一
度
く
ら
い
、
朝
早
く

か
ら
近
所
の
人
と
一
緒
に
自
転
車
で
、
山
の

方
ま
で
水
を
く
み
に
行
き
ま
す
。
ペ
ッ
ト
ボ

ト
ル
を
何
本
も
持
っ
て
い
き
ま
す
。
ば
あ

ち
ゃ
ん
の

家
に
泊
ま
っ

た
と
き
、
私
も

一
緒
に
つ
い
て

い
っ
た
こ
と
が
あ

り
ま
す
。
朝
四
時
に
起

き
て
出
発
。
山
道
な
の
で
、

坂
道
が
多
く
、
私
は
ば
あ
ち
ゃ
ん
た
ち
に
つ

い
て
行
く
の
で
精
一
杯
で
す
。
で
も
ば
あ

ち
ゃ
ん
た
ち
は
、
坂
道
を
す
い
す
い
進
む
の

で
す
。
水
を
飲
む
の
も
健
康
の
秘
け
つ
か
も

し
れ
な
い
け
れ
ど
、
そ
れ
よ
り
も
、
こ
の
水

を
く
み
に
行
く
運
動
と
山
の
中
の
さ
わ
や
か

な
空
気
が
、
ば
あ
ち
ゃ
ん
の
心
を
と
っ
て
も

気
持
ち
よ
く
さ
せ
、
健
康
に
役
立
っ
て
い
る

と
い
う
こ
と
が
、
そ
の
時
わ
か
り
ま
し
た
。

　

じ
い
ち
ゃ
ん
も
ば
あ
ち
ゃ
ん
も
、
母
方
の

祖
父
母
な
の
で
、
今
で
も
母
と
口
げ
ん
か
を

す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
び
に
母
は
、

﹁
う
る
さ
い
じ
い
ち
ゃ
ん
、
ば
あ
ち
ゃ
ん
だ

よ
ね
。﹂

と
、
私
に
言
っ
て
き
ま
す
。
そ
ん
な
母
を
見

る
と
、
い
く
つ
に
な
っ
て
も
、
親
子
な
ん
だ

な
と
思
い
ま
す
。

　

ま
た
、母
は
よ
く
、こ
う
い
う
こ
と
も
言
っ

て
く
れ
ま
す
。

﹁
じ
い
ち
ゃ
ん
と
ば
あ
ち
ゃ
ん
は
、
わ
た
し

た
ち
兄
弟
四
人
︵
母
の
︶
を
、
一
生
け
ん
命

働
い
て
、
大
き
く
し
て
く
れ
た
ん
で
よ
。﹂

　

母
の
こ
の
言
葉
を
聞
く
た
び
に
、
じ
い

ち
ゃ
ん
や
ば
あ
ち
ゃ
ん
へ
の
深
い
感
謝
の
気

持
ち
が
伝
わ
っ
て
き
ま
す
。

　

じ
い
ち
ゃ
ん
、
ば
あ
ち
ゃ
ん
、
ず
っ
と
長

生
き
し
て
く
だ
さ
い
。
じ
い
ち
ゃ
ん
、
ば
あ

ち
ゃ
ん
大
好
き
だ
よ
。
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大
好
き
な
じ
い
ち
ゃ
ん
と

　　
　
　
　
　
　

ば
あ
ち
ゃ
ん　

敬 老 の
小 学 生
敬 老 の
小 学 生

　

あ
り
が
と
う

お
ば
あ
ち
ゃ
ん　

松
島
小
学
校　

六
年　
 

梶  
河 　
 

省  
吾 

か
じ 
か
わ 

せ
い 

ご



第１５９号 平成２０年１０月１日　（10）

おやこの食育教室開催

　上板町食生活改善推進協議会員（ヘルスメイト）と

一緒に親子で楽しくお料理を作りましょう�

�日　時

　平成 20 年 11 月 22 日（土）

　9 時受付　9 時 30 分開始〜 12 時 30 分終了予定

�場　所

　上板町中央公民館（役場２階試食室・調理室）

�参加者

　幼稚園の年長さんクラスと保護者（先着 15 組）

�持ってくる物

　エプロン・ハンカチ・筆記用具

�参加費

　無料（参加者にはバンダナを用意しております）

　　麻疹風疹混合予防接種は、
もう受けましたか？　　

　麻疹は、麻疹ウイルスの空気感染によっておこり、

感染力が強く予防接種を受けないと、多くの人がかか

る病気です。発熱、せき、鼻汁、めやに、発疹を主症

状とし、合併症を引き起こすこともあります。

　風疹は、風疹ウイルスの飛沫感染によっておこり、

発疹、発熱、後頸部リンパ節腫脹などが主症状です。

大人になってからかかると重症化する傾向があります。

また、妊婦が妊娠早期にかかると、先天性風疹症候群

と呼ばれる病気により心臓病、白内障、聴力障害など

の障害を持った児が生まれる可能性が高くなります。

　予防接種の対象者は、生後１２月から２４月未満及び

５歳以上７歳未満の幼児と、平成２０年度から平成 24

年度の５年間、中学１年生（平成 20 年度は、平成 7

年４月２日から平成 8 年４月１日生まれ）と高校３年

生（平成２０年度は、平成２年 4 月２日から平成３年

４月１日生まれ）に相当する年齢の方です。

　該当者には、個別通知をしておりますが、まだ受け

ていない方は、体調の良いときに早めに受けて下さい。

なお、麻疹、風疹それぞれ単独で受けることもできま

すので、お問い合わせ下さい。

�お問い合わせ先�

役場福祉保健課（電話６９４− 6810）

���　総合型地域スポーツクラブ　���

上板スポーツクラブ町民説明会

　

�期　日　平成２０年１０月２２日（水）　１９：３０〜２１：００

�会　場　中央公民館（２階）　大会議室

�日　程

　１９：００　受付

　１９：３０　講演

　　　　　テーマ　「総合型地域スポーツクラブとは」

　　　　　講演者　徳島大学　教授　佐藤　充宏　氏

　２１：００　閉会

�参 加 料　無料

�お問合せ　上板スポーツクラブ設立準備委員会事務局

　　　　　　（上板町教育委員会内）

　　　　　　電話６９４−６８１４　

※どなたでもご参加いただけます。ご近所の方々をお

誘いあわせの上，是非ご参加ください。

　

去
る
八
月
十
七
日
︵
日
︶
松
茂
町
民

グ
ラ
ウ
ン
ド
で
開
催
さ
れ
た
、
板
野
郡

町
対
抗
軟
式
野
球
大
会
︵
青
年
の
部
︶

に
お
い
て
、
上
板
町
体
育
協
会
チ
ー
ム

が
優
勝
の
栄
冠
に
輝
き
ま
し
た
。

　

藍
住
町
と
の
決
勝
戦
は
、
炎
天
下
の

中
、
先
取
点
を
奪
い
毎
回
得
点
し
た
も

の
の
、
途
中
同
点
に
追
い
つ
か
れ
ま
し

た
が
、
終
盤
に
は
猛
打

が
爆
発
し
、
二
年
連
続

の
優
勝
と
な
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
も
、
尾
澤
監
督

を
中
心
に
選
手
全
員
が

一
丸
と
な
り
日
頃
の
練

習
の
成
果
を
遺
憾
な
く

発
揮
し
た
結
果
で
あ
り

ま
す
。

　

上
板
町
体
育
協
会

チ
ー
ム
の
栄
冠
を
称
え

た
い
と
思
い
ま
す
。

体
育

行

事
の

ご

案
内

▽
十
月
開
催
予
定

　

ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
大
会

　

秋
季
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会

　

板
野
郡
マ
ラ
ソ
ン
大
会

▽
十
一
月
開
催
予
定

　

硬
式
テ
ニ
ス
大
会

　

板
野
郡
町
対
抗
駅
伝
大
会

▽
十
二
月
開
催
予
定

　

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
競
技
会

︵
詳
細
に
つ
い
て
は
、
町
教
育
委
員
会
ま
で

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。︶

初　戦　北島町　２０３００００　　５
　　　　上板町　１７０２０１×　１１

決勝戦　上板町　１１１００３２　　８
　　　　藍住町　０００３０００　　３

�締め切り

　11 月 14 日（金）役場福祉保健課へ直接お申し込み

ください。

　先着順です。早めにお申し込み下さい。

ご相談はお気軽に
−「秋の行政相談週間」−

　１０月２０日（月）から２６日（日）までは「秋の行政相談

週間」です。

　行政相談週間は、総務省が行政相談制度を広く国民

の皆さんに普及し利用してもらうために、全国一斉に

実施しているものです。

　この行政相談週間に先立ち徳島行政評価事務所の支

援で、次のとおり行政相談所を開設します。

　役所の仕事について、「苦情がある、困っている、こ

うしてほしい、制度や仕組みが分からない」など、お

気軽にご相談ください。

　相談は無料で、秘密は固く守られます。

�日　時　平成２０年１０月１５日（水）

　　　　　午後１時３０分〜午後４時

�場　所　上板町老人福祉センター

�行政相談委員　板　東　憲　生　さん

お や こ の 食 育 教 室 開 催

“少子高齢化！人口減少！子どもが育つ環境は !?

やすらぎあふれる地域を目指し，

スポーツを通して“上板町の健康”や

“地域住民の健康”を真剣に考えてみませんか？

上
板
町
体
育
協
会
野
球

チ
ー
ム
板
野
郡
町
対
抗

軟
式
野
球
大
会
優
勝



第１５９号（11）　平成２０年１０月１日

　地域 ICT 未来フェスタとは、地域情報化の全国的

な推進を図ることを目的として、総務省と開催県等

が連携して開催する全国最大規模のイベントです。

　最先端の情報通信の世界をわかりやすくご紹介し、

子どもから高齢者の方まで幅広く楽しめる内容と

なっていますので、ぜひご参加ください。

　テーマ　

　ICT の未来が見える　ひかり王国とくしま

　期　間　

　平成２０年１１月７日（金）〜９日（日）の３日間

　会　場　

　〔メ イ ン 会 場〕アスティとくしま

　〔サテライト会場〕阿南市／三好市／勝浦町／

　　　　　　　　　　上勝町／神山町／那賀町

　内　容　

　●ゲストを迎えての講演及びトークショー

　　　ゲスト：板東英二，住友真世・丸岡いずみ，

　　　　　　　眞鍋かをり　ほか

　●さまざまなテーマのセミナー、ワークショップ

　●最新の情報通信機器や情報通信システム等の展

示・実演

　●地上デジタル放送やユビキタスネットワークに

関係したイベント等

　主　催　

　地域ICT未来フェスタ２００８ inとくしま実行委員会　ほか

　ホームページ URL　
　http://festa.ict-tokushima.jp

＊　知っていますか？　建退共制度　＊

　この制度は、建設現場で働く方々のために、「中小企業

退職金共済法」という法律により国が作った退職金制度

です。

　事業主の方々は、現場で働く労働者の共済手帳に働い

た日数に応じて掛金となる共済証紙を貼り、その労働者

が建設業界で働くことをやめたときに建退共から退職金

を支払うという、いわば業界全体での退職金制度です。

　　　加入できる事業主：建設業を営む方

　　　対象となる労働者：建設業の現場で働く人

　　　掛　　　　　　金：日額３１０円

　ホームページ「建退共」に、退職金の試算・パンフレッ

ト請求等、建退共制度の知りたい情報が記載されていま

す。ぜひ、アクセスしてご覧下さい !!

※　詳しいことは、もよりの建退共支部へお問い合わせ

下さい。

徳島支部　　℡０８８−６２２−３１１３

１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日１１月１日 ははははははははははははははははははははは、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、

　　　　『『『『『『『『『『『『『『『『『『『『ととととととととととととととととととととくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくししししししししししししししししししししまままままままままままままままままままま教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育のののののののののののののののののののの日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日』』』』』』』』』』』』』』』』』』』』『とくしま教育の日』でででででででででででででででででででですすすすすすすすすすすすすすすすすすすす。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。です。
　

　自分自身を見つめようとする子どもたちの訴えは真面目・素直・真剣だと感じます。も

し、子どもから悩みを聞いたときは、仕事の手を休めて、目と目、顔と顔を合わせ、親と

して、また子ども時代を体験してきた先輩として、相談にのってあげて下さい。そして、

あくまで冷静に温かい言葉で。

　犯罪のない安全で安心して暮らせるまちづくりを目的に、全国地域安全運動が実施さ

れます。身の回りの防犯を見直し、みんなで安全安心のまちづくりに取り組みましょう！

『 運 動 の 重 点 』　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　❶　自転車盗・車上ねらい被害防止

　❷　住宅対象の侵入犯罪被害防止　

　❸　振り込め詐欺被害防止　

　❹　子どもの犯罪被害防止　〜まちぐるみ　子どもを守る　地域の目〜

　☆警察へのご相談は

　　　警察安全相談　　℡　＃９１１０

　　　板野警察署・板野防犯連合会

　　　　　　　　℡　６７２−０１１０　

１１月１日から７日までの１週間を

『とくしま教育週間』といいます

（とくしま教育の日を定める徳島県条例）

全国地域安全運動全国地域安全運動全国地域安全運動
10月11日（土）

10月20日（月）

〜

10月11日（土）

10月20日（月）

〜

「地域 ICT 未来フェスタ 2008 
in とくしま」開催！！

�
�
�

�
�
�

ご両親に
お願いします



第１５９号 平成２０年１０月１日　（12）

　“平成２０年度版地方税のしおり”について

（お知らせ）

　地方税についてお知らせするために作成されました ｢ 地方税のしおり ｣ は、昨年までは各世帯に配布して

いましたが、本年からは諸般の事情により各世帯へ配布することができなくなりましたので、ご入用の方は

誠に恐れ入りますが、役場税務課窓口に備え付けてありますので取りにお越しくださいますようお願い申し

上げます。

�
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注）この制度に関する事項については、７月末確認できたものです。

個個個個個個個個個個個個個個個個個個個個 人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人 町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町 県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県 民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民 税税税税税税税税税税税税税税税税税税税税 のののののののののののののののののののの個 人 町 県 民 税 の

公公公公公公公公公公公公公公公公公公公公的的的的的的的的的的的的的的的的的的的的年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金かかかかかかかかかかかかかかかかかかかかららららららららららららららららららららのののののののののののののののののののの特特特特特特特特特特特特特特特特特特特特別別別別別別別別別別別別別別別別別別別別徴徴徴徴徴徴徴徴徴徴徴徴徴徴徴徴徴徴徴徴収収収収収収収収収収収収収収収収収収収収制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度がががががががががががががががががががが始始始始始始始始始始始始始始始始始始始始ままままままままままままままままままままりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりまままままままままままままままままままますすすすすすすすすすすすすすすすすすすす公的年金からの特別徴収制度が始まります
　公的年金受給者の納税の便宜や徴収の効率化を図る観点から、今まで納付書や口座振替で納付いただいていた公的

年金にかかる個人の町県民税が、平成２１年１０月支給の公的年金から天引き（特別徴収）されます。

�お問い合わせ先�

役場税務課　℡６９４−６８０７

　◆　対象者 

　個人町県民税の納税義務者のうち、６５歳以上の公的年

金等の受給者（当該年度の初日に老齢基礎年金等をうけ

ている方）

　※ただし、次の方は、特別徴収の対象から除きます。

　　・当該年度の老齢基礎年金額が１８万円未満である

人（介護保険料の特別徴収と同じ）

　　・当該年度の特別徴収額が老齢基礎年額を超える人

　◆　徴収する税額 

　公的年金等に係る所得に対する所得割額及び均等割額

　◆　対象となる年金 

　老齢基礎年金等

　◆　特別徴収の対象税額と徴収する方法 

　上半期の年金支給月（４月・６月・８月）ごとに、前

年度の下半期の特別徴収額の３分の１を仮徴収します。

　下半期の年金支給月（１０月・１２月・２月）ごとに、

年税額から当該年度の上半期の特別徴収額を控除した

額の３分の１を本徴収します。

　なお、特別徴収を開始する年度又は、新たに対象者

となった年度は、上半期に普通徴収（納付書又は口座

振替により納付）、下半期に特別徴収を実施します。

図 表 に よ る イ メ ー ジ
【特別徴収の時期・対象税額】

特　　　別　　　徴　　　収

本　　　徴　　　収仮　　　徴　　　収

２月１２月１０月８月６月４月

〃〃
年税額から仮徴収
した額を控除した
額の

〃〃
前年の１０月から
その翌年の３月ま
でに徴収した額の

税　

額
１／３１／３１／３１／３１／３１／３

○年度前半において、年税額の１／２を６月に普通徴収により徴収

○年度後半において、年税額から普通徴収した額を控除した額を１０月・１２月・２月における老齢基礎年金等の

支払ごとに特別徴収により徴収

【特別徴収を開始する年度における徴収】

特別徴収普通徴収

２月１２月１０月６月

１／６１／６
年税額の

１／６
年税額の 

１／２
税　

額
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受 け ら れ る 額受けられる条件

満額７９２，１００円（平成２０年度・年額）　

※４０年間（２０歳から６０歳までの全額納付の場合）

未納・免除の場合は次の式で計算します。

※昭和１６年４月１日以前生まれの方は生年月日により異

なります。

６５歳から一生涯支給の終身年金
　原則として６５歳から受給となります。

　希望により６０歳から減額された年金の繰上げ支給や、

６６歳から７０歳までの希望する年齢から増額された年金

の繰下げ支給を請求できます。

一定の保険料を納めていることが必要です
　国民年金保険料を納めた期間等や厚生年金、共済組合

の加入期間を合計して２５年間以上あることが必要です。

老
齢
基
礎
年
金

１級　９９０，１００円　（平成２０年度・年額）　

２級　７９２，１００円　（平成２０年度・年額）

　生計を維持された１８歳到達年度の末日まで（ただし、

障害の状態が１・２級の子は２０歳の誕生日の前日まで）

の子がいるときは次の額が加算されます。

　２人目まで　１人につき ２２７，９００円

　３人目から　１人につき　 ７５，９００円

病気やけがで障害が残ったとき
①　国民年金加入中（または加入していた方が日本国内

居住の６０歳以上６５歳未満のとき）に初診日（初め

て医師の診断を受けた日）のある病気やけがで、初

診日から１年６カ月経過したときまたは、その期間

内に症状が固定したときに請求できます。

②　２０歳になる前に初診日のある病気やけがで障害者

になったとき（初診日から１年６カ月後が２０歳前の

ときは、２０歳になったとき）に請求できます。

次の両方の条件を満たすことが必要です
①　障害の等級が国民年金法による１級、２級の障害の

状態であること。※身体障害者手帳の障害等級とは

異なります。

②　初診日の属する月の前々月までの保険料納付期間や

免除期間などが、加入すべき期間の３分の２以上で

あること。（初診日が平成２８年４月１日前の場合は、

初診日の属する前々月までの直近の１年間の保険料

納付または免除が必要です。ただし、初診日におい

て６５歳未満であること。）

　※初診日が、２０歳前のときは納付の条件はありません。

障

害

基

礎

年

金

妻が受けるとき１，０２０，０００円
（子１人分の加算額を含む）

（平成２０年度・年額）

子が受けるとき　７９２，１００円
（平成２０年度・年額）

　生計を維持された１８歳到達年度の末日まで（ただし、

障害の状態が１・２級の子は２０歳の誕生日の前日まで）

の子がいるときは次の額が加算されます。

　２人目まで　１人につき ２２７，９００円

　３人目から　１人につき　 ７５，９００円

一家の支えにもしものことがあったとき
　国民年金に加入している方または加入していた方が死

亡したときに、その方に生計を維持されていた「子のあ

る妻」または「子」に支給されます。

※「子」とは、１８歳到達年度の末日まで（ただし、障害

の状態が１・２級の子は２０歳の誕生日の前日まで）

の子をさします。そのため支給されるのは、子が１８

歳になった後の最初の３月分までです。

次の両方の条件を満たすことが必要です
①　請求できる遺族（子のある妻、または子）であるこ

と。

②　 死亡日に属する月の前々月までの保険料納付期間

や免除期間などが、加入すべき期間の３分の２以上

であること。（死亡日が２８年４月１日前の場合は、死

亡日の属する前々月までの直近の１年間の保険料納

付または免除が必要です。ただし死亡日において６５

歳未満であること。）

遺

族

基

礎

年

金

※このほか、第１号被保険者の独自給付として、付加年金、寡婦年金、死亡一時金、短期在留外国人の脱退一時金な

どがあります。

保険料納付済月数＋（保険料全額免除月数× 1/3）
＋（保険料 3/4 免除月数× 1/2）＋（保険料 1/2
免除月数× 2/3）＋（保険料 1/4 免除月数× 5/6）

加入可能年数×１２（月）

７９２,１００円 ×
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特定健康診査の受診はお済みですか？
○平成２０年度より４０歳〜７４歳の方を対

象に「特定健診・特定保健指導」を行っ

ています。健診の実施主体が市町村から

各医療保険者に変わっており、健診受診

券が医療保険者から送付されます。（医療

保険者は自分の健康保険者証をご確認く

ださい。）

　送付されている受診券と健康保険者証を

持って指定の医療機関で受診しましょう。

○今回は特定健診の検査項目のひとつであ

るヘモグロビン A １ C について説明し

ます。
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長寿医療制度（後期高齢者医療制度）被保険者の皆様へ

健 康 診 査 の お 知 ら せ
〜病気の早期発見や重症化の予防には健康診査が大切です〜

　徳島県後期高齢者医療広域連合では、被保険者の健康を守るため、次の日程により健康診査を実施します。体

の状態をチェックするためにも、健康診査を受け、生活習慣の改善に役立てましょう。広域連合より対象者の方

へ、受診券を送付いたします。

�お問い合わせは

　徳島県後期高齢者医療広域連合事業課　　☎０８８−６７７−３６６６
　〒７７１−０１３５　徳島県徳島市川内町平石若松７８番地１　ホームページアドレス　http://www.koukikourei-tokushima.jp

受診期間受診券の送付時期対　　象　　者

平成２０年
１２月末日まで

受診券を６月に送付済
平成２０年４月１日現在被保険
者の方で、昨年１年間に、医療
機関等にかからなかった方

平成２０年
１２月末日まで

受診券を１０月に送付
平成２０年４月１日現在被保険
者の方で、生活習慣病等でない
方

平成２０年
１２月末日まで

９月〜１０月に申込書を
送付し、申込のあった方
に受診券を送付

平成２０年４月２日から９月末
日までの間に、長寿医療制度に
加入された方

平成２１年
３月末日まで

加入月の翌月上旬に申込
書を送付し、申込のあっ
た方に受診券を送付

平成２０年１０月１日から平成２１
年１月末日までの間に、長寿医
療制度に加入された方

平成２１年
１２月末日まで

平成２１年４月中に申込
書を送付し、申込のあっ
た方に受診券を送付

平成２１年２月１日から３月末
日までの間に長寿医療制度に加
入された方

※　次の生活習慣病により治療をされ

ている方、又は入院されている方は、

医師とのつながりのもと健康状態の

把握をされており、指導を受けてい

るため対象から除かれています。

　糖尿病、高血圧性疾患、高脂血症、

虚血性心疾患、その他心疾患、くも膜

下出血、脳内出血、脳梗塞、脳動脈硬

化、その他脳血管疾患、動脈硬化

○健診項目

　身体計測、血圧測定、血液検査、

　尿検査

○自己負担

　無料

ヘモグロビンＡ１Ｃ（ヘモグロビンエーワンシー）とは
　血液中の赤血球の中の血色素をヘモグロビンといいます。ヘモグロ

ビンはたんぱく質と鉄でできており、酸素を取り込み全身の細胞に酸

素を運んでいます。このヘモグロビンに血液中の糖がくっついて糖化

ヘモグロビンとなったものがヘモグロビン A １ C です。ヘモグロビン

A １ C は、採血時から過去１ ~ ２ヶ月間の平均血糖値を反映しており

糖尿病の血糖コントロール状態の指標となるものです。血糖が高いと

ヘモグロビン A １ C も高くなります。

　健診でヘモグロビンＡ１Ｃを調べることは糖尿病の早期発見につな

がっています。
基　準　範　囲　４．３〜５．１％

保健指導対象値　５．２％〜６．０％

受診勧奨判定値　６．１％以上
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保健行事予定表　１０月〜１２月

Ⅰ．健康相談・健康教育

担　　　　　当内　　　　　　容場　　　　所時　　　　間月／日

保健師・理学療法士個別健康相談農村環境改善センター１０：００〜１１：３０１０／７

保健師個別健康相談農村環境改善センター１０：００〜１１：３０１１／１１

保健師・理学療法士個別健康相談農村環境改善センター１０：００〜１１：３０１２／２

Ⅴ．乳幼児健康診査と育児教室
　１．乳児健康診査 

対　　象　　者内　　　　　　容場　　　所受 付 時 間月／日

H１９年１１月１２月生およびH２０年５月６月生問診・身体計測・内科診察・
育児相談

農村環境改善センター１３：３０〜１４：１５
１０／１

H２０年１月２月生および H２０年７月８月生１２／３

Ⅳ．予防接種
　１．集団接種
　　１）ポリオ

対　　象　　者内　　　　　　容場　　　所受 付 時 間月／日

生後３月以上９０月未満の乳幼児ポリオ農村環境改善センター１３：３０〜１４：００１１／１９

Ⅱ．健　康　診　査（集団検診）

料　　　金対　　象　　者内　　　　容場　　　　所時　　　　間月／日

１，０００円
５００円

無　　料
５００円

４０歳以上
４０歳以上
４０歳以上
５０歳以上

胃がん検診
大腸がん検診
肺がん検診
喀痰検査

農村環境改善センター８：３０〜１０：００１０／１０
１０／１６
１０／２９

１，３００円
５００円

４０歳以上
２０歳以上

乳がん・甲状腺がん検診
子宮がん検診

農村環境改善センター１３：００〜１４：００

Ⅳ．前立腺がん検診（町内医療機関）
　１０月１日〜３１日、町内医療機関において前立腺がん検診を行います。

　２．１歳６カ月児健康診査

対　　象　　者内　　　　　　容場　　　所受 付 時 間月／日

H１９年３月１日生〜
H１９年５月３１日生

問診・身体計測・内科・歯科診察・聴
力検査・歯科・栄養・育児・発達相談

農村環境改善センター１３：００〜１３：３０１１／１３

　３．３歳児健康診査

対　　象　　者内　　　　　　容場　　　所受 付 時 間月／日

H１７年５月１日生〜
H１７年７月３１日生

問診・身体計測・尿検査・内科・歯科診
察・歯科相談・栄養・育児・発達相談

農村環境改善センター１３：００〜１３：３０１１／１０

　４．股関節脱臼検診とブックスタート

対　　象　　者内　　　　　　容場　　　所受 付 時 間月／日

H２０年５月１日生〜
H２０年８月３１日生

股関節脱臼検診
ブックスタート

農村環境改善センター１０：３０〜１１：００１１／２６

お問い合わせ先　　役場福祉保健課（☎６９４−６８１０）

　２．個別接種
　　　「徳島県予防接種広域化」により、子どもの予防接種については、上板町内の医療機関に加えて、町外のかかりつけ医な

ど、町外医療機関での個別接種を受けることができます。（一部実施していない医療機関がありますので、主治医にお問い
合わせ下さい。）

　　　予防接種の対象者には、個人通知をいたしますので通知が届いたら、保護者の方は、医師と相談して接種計画を立てて
受けて下さい。

　　個別接種の内容　　ＢＣＧ・百日咳ジフテリア破傷風混合・ジフテリア破傷風混合
　　　　　　　　　　　麻疹風疹混合（または、麻疹・風疹）・日本脳炎

Ⅲ．肝炎ウイルス検診（町内医療機関）
　１０月１日〜３１日、町内医療機関において肝炎ウイルス検診を行います。対象は、本年度４０歳になる方等で、今までに肝
炎ウイルス検診を受けたことがない方です。

料　　　金対　　象　　者内　　　　容場　　　　所時　　間月／日

（Ｂ＋Ｃ）８００円

（Ｃのみ）７００円
（Ｂのみ）２００円

平成２０年度に４０歳
になる方
４１歳以上で今までに
うけたことがない方

肝炎ウイルス検診
（B 型、Ｃ型肝炎）
Ｃ型のみ
Ｂ型のみ

井内内科・井関クリニック・
佐藤医院・友成医院・
東）野田医院・西）野田医院

医院の診療時間
１０月１日

〜３１日

料　　　金対　　象　　者内　　　　容場　　　　所時　　間月／日

５００円５０歳以上の男性
前立腺がん検診
採血による前立腺特
異抗原検査

井内内科・井関クリニック・
佐藤医院・友成医院・
東）野田医院・西）野田医院

医院の診療時間
１０月１日

〜３１日
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お 誕 生 お め で と う
（平成20年５月〜平成20年７月誕生まで）

　上板町では、税負担の公平性を確保するため、滞納処

分（差押え等）を執行しており、悪質滞納者については、

市町村から滞納事案の移管を受け、差押・公売等の滞納

整理により、税金の徴収を専門に行う徳島滞納整理機構

へ移管しています。未納の方は至急納付して下さい。

　なお、納付書がない場合または納付が困難な場合は、

右記の問い合わせ先にご連絡下さい。

１　滞納処分対象者

　　軽自動車税・住民税・国民健康保険税・

　　固定資産税の滞納者

２　問い合わせ先　

　　上板町役場　徴収課　電話　088−694−6804

　　上板町役場　税務課　電話　088−694−6807

悪質な滞納は絶対に許さない！悪質な滞納は絶対に許さない！悪質な滞納は絶対に許さない！

　毎年恒例の平成20年度町内親睦軟式野球

大会が、８月９日（土）、ファミリースポー

ツ公園で開催されました。

　炎天下の中、三チームが参加し、熱戦が

繰り広げられ、斎藤食堂チームが見事優勝

の栄冠に輝きました。

　大会の結果は、次のとおりです。

優　勝

準優勝

第３位

斎藤食堂

アーバンスターズ

郵便周知心

町内親睦軟式野球大会町内親睦軟式野球大会
　上板町瀬部　納田保雄

様宅の庭で7月に開花し

ていたところを撮影しま

した。

　一度しか咲かず、開花

まで数十年を要する珍し

い植物です。

＜＜＜ ＜＜＜

リュウゼツランリュウゼツラン

　図書館の資料は町の大切な財産です。

　より多くの方に永く、また気持ちよく利用していただくた

めに、資料は大切にお取り扱いください。

貸　出

　ご利用中に資料を汚したり破損させたり、また紛失をさせ

た場合には、その資料を弁償していただくことがあります。

　食べ物や飲み物の図書館への持込は禁止となっています。

手荷物は入口のロッカーをご利用ください。

利用期間を守りましょう

　ご利用期間が過ぎても資料をお返しいただけないことがあ

ります。資料の貸出期限は２週間です。期間の延長を希望す

る方は、その資料の予約がない場合、最長２週間の延長をす

ることができます。

板野町文化の館図書館からのお願い


